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北
海
道
鉄
道
の
旅
今
昔
（昭
和
と
平
成
）
物
語
―
そ
の
２

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
寝
台
特
急
「北
斗
星
」
で

駆
け
抜
け
た
平
成
の
「北
海
道
鉄
道
の
旅
」

芦
別
か
ら
北
海
道
の
「
暦
」
と
言
わ
れ
る
富
良

野
ま
で
再
び
根
室
本
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の

旅
。
芦
別
は
そ
の
後
「ふ
る
さ
と
納
税
」
で
ご
縁

が
で
き
、
毎
年
感
謝
状
と
と
も
に
お
米
が
届

く
。
富
良
野
で
は
小
綺
麗
な
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
ま

り
、
翌
日
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
や
気
球
広
場
を
楽

し
ん
だ
。
駅
構
内
に
停
ま
っ
て
い
た
「
フ
ラ
ノ
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
を
眺
め
な
が
ら
、急
行
「狩
勝
」
で
更

に
根
室
本
線
の
東
を
日
指
す
。

乗
車
前
の
ホ
ー
ム
で
運
転
士
さ
ん
に
「
『狩

勝
』
に
使
わ
れ
て
い
る
古
参
の
キ
ハ
５８
系
の
北

海
道
版
キ
ハ
５６
系
が
今
も
元
気
で
活
躍
し
て
い

て
嬉
し
い
。
」
と
言
っ
た
ら
（今
な
ら
許
さ
れ
な

い
こ
と
だ
が
）
鉄
道
好
き
の
長
男
を
抱
い
て
い
る

私
を
、
運
転
席
へ
招
き
入
れ
て
く
れ
、
ず
つ
と

「
電
車
で
ゴ
ー
」
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
。
も
っ
と

も
昼
食
後
で
長
男
は
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
。
「殆
ど

寝
て
た
ね
。
」
と
運
転
士
さ
ん
。
当
時
途
中
に

信
号
所
は
あ
る
も
、日
本
で
最
も
駅
間
距
離
の

長
か
っ
た
落
合
。新
得
間
２８
。１
キ
ロ
（東
京
・横

浜
間
に
匹
敵
）
を
通
過
し
新
得
着
。

一度
目
の
「北
海
道
鉄
道
の
旅
」
の
時
に
は
無

か
っ
た
石
勝
線
を
経
由
す
る
、
特
急
「お
お
ぞ

ら
」
で
千
歳
を
目
指
す
。
帰
り
は
千
歳
空
港
か

ら
羽
田
空
港
へ
の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
と
い
う
間
に

帰
京
し
、３
泊
４
日
三
度
日
の
「
北
海
道
鉄
道

の
旅
」
は
無
事
終
わ
っ
た
の
だ
っ
た
。

三
度
日
の
「
北
海
道
鉄
道
の
旅
」
以
前
の
１

９
８
３
（昭
和
５８
）
年
４
０
０
４
キ
ロ
あ
っ
た
北

海
道
の
旧
国
鉄
路
線
は
２
０
１
７
（平
成
２９
）

年
に
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
し
て
２
５
５
２
キ
ロ
ま

で
減
っ
て
い
る
。
同
社
の
鉄
道
事
業
収
益
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
関
連
事
業
や
経
営

安
定
基
金
運
用
収
益
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
も
の

の
、
北
の
大
国
に
対
峙
し
、
食
料
自
給
の
観
点

か
ら
も
極
め
て
重
要
な
北
海
道
の
、都
市
間
輸

送
と
地
域
の
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
同

社
に
は
、今
後
も
生
き
生
き
と
存
続
し
て
頂
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

結
び
に
既
存
の
提
言
や
他
地
域
で
の
事
例

を
参
考
に
、打
ち
手
を
明
記
し
た
い
。

①
鉄
道
事
業
へ
の
「上
下
分
離
方
式
の
導
入
」
。

線
路
や
駅
等
の
設
備
（
＝
下
）
は
道
や
沿
線
自

治
体
（場
合
に
よ
っ
て
は
北
海
道
開
発
局
も
あ

り
）
に
保
有
し
て
貰
い
、
同
社
は
列
車
の
運
行

（
＝
上
）
に
特
化
し
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
も

の
。
②
「
地
域
フ
リ
ー
パ
ス
（仮
称
）
」
の
導
入
。
鉄
道

と
民
間
バ
ス
の
並
走
区
問
等
で
は
、
早
く
来
た

方
に
乗
れ
る
等
、
同
じ
交
通
事
業
を
営
む
同

士
で
補
完
し
あ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
の
有
効
な
打
ち
手
も
加
え
、
元
気
を

取
り
戻
し
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
を
駆
使
し
た
三
度

目
の
「
北
海
道
鉄
道
の
旅
」
が
実
現
で
き
る
日

を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

１
９
８
８
（昭
和
６３
）年
３
月
１３
日
、
本
州
と

北
海
道
を
結
ぶ
「青
函
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
。
こ

れ
に
よ
り
上
野
と
札
幌
を
結
ぶ
豪
華
寝
台
特

急
「北
斗
星
」
が
運
行
を
開
始
し
た
。

１
９
９
０
（平
成
２
）
年
の
夏
休
み
に
、家
内

が
小
。中
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
北
海
道
・芦

別
市
を
家
族
で
訪
ね
る
た
め
、
１８
年
ぶ
り
の
北

海
道
再
訪
を
決
意
し
た
。

「
北
斗
星
」
の
寝
台
券
を
取
ろ
う
と
し
て
、

申
込
み
で
き
る
ｌ
ヶ
月
前
の
朝
一番
で
横
浜
駅

「
み
ど
り
の
窓
口
」
ヘ
オ
フ
ア
ー
す
る
も
瞬
時
に

売
り
切
れ
、何
度
も
店
を
か
ん
だ
。
知
人
の
旅

行
業
者
経
由
で
や
っ
と
「
北
斗
星
５
号
」
の
個

室
Ｂ
寝
台
が
確
保
で
き
た
。

個
室
の
中
は
上
下
三
段
ベ
ッ
ド
。
５
才
の
長

男
と
私
、
２
才
の
次
男
と
家
内
が
一緒
に
横
に

な
る
。
１９
時
３
分
上
野
発
。
生
憎
の
大
雨
で
遅

れ
気
味
な
る
も
、
列
車
は
一路
北
の
大
地
を
目

指
す
。
車
内
電
話
か
ら
家
内
の
実
家
へ
、
こ
ち

ら
「
北
斗
星
５
号
」
と
電
話
を
入
れ
る
。
青
森

か
ら
津
軽
線
を
経
て
海
峡
線
へ
向
か
う
。
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
で
車
内
放
送
が
入
る
。
「ご
案

内
致
し
ま
す
。
列
車
は
た
だ
い
ま
か
ら
青
函
ト

ン
ネ
ル
ヘ
入
り
ま
す
。
」
祝
砲
の
よ
う
な
電
気
機

関
車
の
汽
笛
が
被
さ
る
。

連
絡
船
へ
の
乗
換
無
し
で
津
軽
海
峡
を
ト
ン

ネ
ル
で
通
過
す
る
。
映
画
「
海
峡
」
の
健
さ
ん
の

よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
先
は
ま
さ
に
ロ
マ
ン
の
世
界

だ
。
「
北
斗
星
５
号
」
は
室
蘭
本
線
。千
歳
線
経

由
で
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
疾
走
す
る
が
、

予
定
時
刻
の
１０
時
５７
分
よ
り
２
時
間
以
上
遅

れ
て
終
着
の
札
幌
着
。
払
い
戻
さ
れ
た
特
急
券

代
で
早
速
札
幌
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
。

札
幌
か
ら
は
Ｌ
特
急
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」
で
滝
川

ま
で
電
車
の
旅
。
滝
川
か
ら
の
根
室
本
線
普
通

列
車
池
田
行
は
２
０
７
キ
ロ
を
５
時
間
か
け
て

走
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
ナ
ー
な
が
ら
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ

１
１
両
だ
け
。
待
望
の
芦
別
に
１７
時
１４
分
着
。

家
内
が
懐
か
し
そ
う
に
眺
め
る
駅
舎
を
後
に
、

予
約
し
た
市
の
温
浴
施
設
で
北
海
道
最
初
の

夜
。翌

日
は
家
内
が
か
つ
て
お
世
話
に
な
っ
た
芦

別
在
住
の
ご
夫
妻
の
車
で
市
内
を
案
内
し
て

頂
く
。
約
束
の
時
刻
に
遅
れ
た
ご
夫
妻
は
「
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ふ
か
し
て
い
て
遅
く
な
っ
た
。
」
と

謝
ら
れ
た
が
、
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
美
味
し
か

っ
た
こ
と
―

そ
の
後
市
内
を
見
渡
せ
る
高
台
や
芦
別
鉱

山
（炭
坑
）
施
設
、家
内
が
住
ん
で
い
た
社
宅
、
つ

け
が
効
い
た
と
い
う
売
店
等
を
案
内
頂
い
た

後
、
家
内
が
家
族
で
通
っ
た
駅
近
の
食
堂

「
赤

シ
ャ
ツ
」
で
お
昼
を
ご
馳
走
に
な
り
芦
別
駅
ヘ

戻
っ
た
。

お
見
送
り
下
さ
っ
た
ご
夫
妻
に
手
を
振
り
、
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おお と  ば   ゆう た ろう
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